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９月28･29日の両日､名古屋大学大学院国際開発研究科 教授 岡田 亜弥
先生をはじめとする5名の先生方が､現在取り組まれているジェンダー平
等推進に関する研究の一環として､
本院を訪問されました。
今回のご訪問では､本プロジェクト
プログラム責任者である加藤 聖子
先生ほか4名の先生方に､女性医療人
や研究者のキャリア形成や継続に
おける取組､課題など多岐にわたる
項目についてインタビューが行われ
ました。

名古屋大学から来訪がありました

桑鶴 利香先生 久保 秀郎先生

「歯科医師として働くこと−未来予想図を描くには？−」をテーマに､将
来歯科医師として社会人生活をスタートさせる学生たちにお話ししてい
ただきました。歯科医師としてのキャリアプラン、結婚、出産・育児な
どのライフプラン、勤務医(大学病院、診療所)や開業医のマネープラン
の3つの視点から､学生たちが自分の将来を考える上で役立つ情報満載の
お話でした。また､九州大学歯学部同窓会から会長の久保秀郎先生にご出

席いただきました。交流会最初に､先輩
歯科医師として､学生たちの将来を見据
えた励ましのお言葉を贈っていただき
した。

高校生による九州大学訪問

・仕事に対する価値観、やりがいの見出し方や仕事と育児の両立の大変さ、
歯科医師のお金の話など生きていくために必要で、かつ実際に経験しない
と分からないような知識が多く非常に勉強になった。
・同じ仕事をするにしても、人生の大半を占めるため、せっかくなら苦しみ
ながら仕事をするのではなく、自分にとって幸せで有意義な時間にしたい
なと考えるようになった。
・女性だからという性別を理由にして、歯科医師としての目標も家族を持つ
という夢も諦めたくないなと思った。
・まずは一人前の歯科医師になることが大切。そのためには知識や技術を
しっかり蓄え、一歩一歩歩んでいきたい。

きらめきプロジェクト 活動紹介

9月28日（木）29日（金）

10月25日（水）

10月25日､筑紫女学園高等学校から将来医療の分野を志す2年生のみな
さんが本学馬出キャンパスを訪れました。

先輩女性医療人として､きらめきプ
ロジェクトの医師･歯科医師 3名の
先生方が､生徒たちとの懇談に参加
しました。
短い時間でしたが､先生方は生徒た
ちのグループを回り､生徒たちから
の熱心な発言､質問に耳を傾け､自
身の経験等を交えながら､一つ一つ
丁寧に答えていました。

日時：令和5年10月23日（月）

対象：歯学部2年生
講師：鳥谷歯科医院（きらめきOB）

桑鶴 利香先生

今回の学生交流会は､コロナ禍以降､

久しぶりの対面開催となりました。

を開催しました
歯学部学生交流会



日 時：令和５年１０月４日（水）１８：００～１９：３０
場 所：九州大学病院キャンパス 医学図書館 １階アクティブラーニングスペース

講師として長崎大学病院心臓血管外科 教授 三浦 崇先生をお迎えし､
長崎大学心臓血管外科における男性の育休取得を開始・促進するための取組みを
中心にお話しくださいました。
ご自身が育休を取得された経験､実際に取得した方やご家族の感想などを交えて､
とても分かりやすく興味深い内容でした。育休取得を促進させるためには､環境や
意識を変えること､具体的な方法を作り上げることの重要性を強く感じました。

講演後には､子育て世代の現役医師の方々にお集まりいただき､育児･仕事･家庭
について自由に意見を交わす場を設けました｡ご夫婦2組を含むパネリスト6名の
先生方からの子育て･仕事･家庭のうれしいこと､楽しいこと､苦労していること等
の率直なご意見はとても共感を覚える内容でした。

これからも男性の育休取得が普通のこととなり､男女を問わず､すべての人が
仕事をし､子育てをする､そして誰もがそのキャリアを続けていくことができる
社会になっていくを目指して､
活動して参ります。

・制度が整わない中にも関わらず､それぞれに工夫されて風穴を開けていただき､素

晴らしいと思いました

・子育てと仕事､キャリア継続の両立はなかなか難しいものと思っていましたが､本

人や周りの考え方を変えていき､両立可能となる方法を見つけて､実践されている

ことに感銘を受けました。

・今後､男性の育休取得がスタンダードになってくるとよいと思います。

・この社会の大きな流れに対応できない病院や医局に未来はないと強く感じました。

男性サイドでのお話が聞けて大変良かったです。

・実際にご夫妻での働き方もきけて､とても参考になりました。

令和5年度講演会を開催しました

テーマ：｢男性の育児参加：長崎大学心臓血管外科における育休取得のこころみ｣

パネリスト（左より）
三浦 崇先生 友延 尚子先生 友延 寛先生

パネリスト（左より）
河村 圭子先生 河村 英彦先生

長崎大学病院
心臓血管外科 教授

三浦 崇 先生

パネリスト（左より）
藤原 謙次先生 塚本 真大先生

司会
加藤 聖子先生

講演会の様子

パネルディスカッションの様子
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